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平成１９年度がはじまりました。本年度も引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 

 

今今、、試試さされれてていいるる  

地地方方公公務務員員のの意意識識とと意意欲欲  
 

域活性化の主役は「民」。もはやこのことを疑う

人はほとんどいないだろう。では地方行政、地

方公務員の地域活性化における役割は何なのだろう

か。「夜警国家論」よろしく役所は社会保障、警察、防

災などのセーフティネットさえ担っていればよいのだろ

うか。筆者はそうは思わない。少なくとも、「民」の力を

呼び寄せ、「民」の発意に呼応し、必要に応じた制度、

財源、情報等を提供しようとする知識、センス、そして

意欲をもっていなければ、「民」の活躍を支えることす

らできないからである。そのような知識、センス、そして

意欲を身につける努力を惜しんでいては、主役たる

「民」からの信頼をすっかり失うことになるだろう。 

年（平成１９年）３月３０日、内閣官房は「地域活

性化応援隊・地域活性化伝道師制度の運用開

始について」と題した文書を公表した。地域からの相

談に対し、適切な助言や取組事例の紹介を行うことが

できる民間専門家、行政関係者及び政府関係機関職

員を対象として、地域活性化応援隊に登録（合計１３４

２名。）、・・・（中略）・・・うち民間専門家や一部の行政

関係者等について、地域活性化応援隊の中核を担う

地域活性化伝道師として選定（合計２３５名。）」したと

いう内容である。これに関して地域活性化担当の渡辺

喜美大臣は平成１９年２月６日の記者会見で次のよう

なことを言っている。「・・・皆様にはもう既に御案内かと

存じますが、地域活性化応援隊というのをつくりま

す。・・・・これは官民両方から人材を取りそろえており

ます。その中で、特にカリスマ的な人たちには、地域活

性化伝道師の認定をしたいと考えております。官民は

問いません。役人の中にもかなりカリスマ的な活性化

策を持った役人もいますので、伝道師の認定を与えた

いと考えております。」 

のほど公表された「地域活性化応援隊」の名簿

には全国から認定された「地域活性化伝道師」

２３５名の名簿とその他の応援隊メンバーとなる国家公

務員等１，１０７名の名簿が掲載されている。「地域活

性化伝道師」２３５人の大半は「民」の人財であるが、

大臣の言葉どおり現役の国家公務員も７名含まれてい

る。さて、市町村職員は？と思い、ざっと調べてみたと

ころ８名しかいなかった。国家公務員の総数が約９５万

人、地方公務員が約３０４万人であることを思うと、これ

はいかにもバランスが悪い。登録の経緯や選定の考え

方にもよるのだろうが、一地方公務員としては「情けな

いかぎりだなぁ」というのが率直な感想だ。 

ちろん、こうした名簿に載らない「縁の下の力持

ち」も多数いるはずだ。それはわかる。しかし、冒

頭で述べたとおり、「民」の力を呼び寄せて地域の活

性化を目指すことも地方公務員の大きな役割である。

国の関心を惹き付けるような動きをとることも必要であ

ろう。こうした前提で考えれば、こうした名簿にもっとた

くさんの地方公務員が登載されていてもよいのではな

いだろうか。これは名簿をつくった側の問題ではなく、

地方公務員の意識と意欲の問題である。地方分権か

ら地方主権へなどと言われている今、地方公務員の

「地方主権」の担い手としての力量が試されている。 

（政策経営部 木村 乃） 
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名前（役職・所属） 自己紹介・抱負 

木村 乃 

KIMURA, Dai  

(部長） 

"Cool Head，Warm Heart（冷静な頭脳と温かみのある心）"を旨として、非難、批判を恐れず、冷

徹な態度を貫かなければ、市民にとって本当に暖かみのある判断はできない。そのことを肝に銘じて、

ひるむことなく行政革命に取り組む決意です。市民の皆さんのご支援、ご協力を心からお願い申し上

げます。 

石渡 秀朗 

ISHIWATA, Hideaki 

(政策経営課長） 

行政計画の最高位である総合計画のうち、基本計画と実施計画の次期計画の策定を２００７年

度と２００８年度の２年間で行うこととなりました。行政計画ですから市民と市役所が主人公であり両

輪です。そもそも市民にとって市役所はどうあるべきか・・・欠如しがちな「そもそも論」を常に意識して

取り組みます。「そもそも論」で市役所を変えることは実はなかなか難しいのですが、抵抗にひるまず、

頑張ります。 

小柳 洋子 

KOYANAGI, Youko 

(秘書課長） 

1 年間の秘書課勤務の体験を踏まえ、円滑な秘書業務が出来るように頑張ります。 

楠本 育男 

KUSUMOTO, Ikuo 

(行革推進担当課長) 

行革推進担当２年目となりました。本年度は、昨年度から政策経営課で取り組んでいる「海上交

通実験プロジェクト事業」に注力したいと思います。 

半島の先端に位置する当市に、他都市と海上ルートが構築されることは「意義ある」ことと考えてい

ます。 

木村 靖彦 

KIMURA, Yasuhiko 

(政策経営課主査) 

市役所は、「経営の論理」に基づく行政運営に変わることを自ら求めています。私たち職員は、それ

を求められています。 

小さな行動の積み重ねがそれにつながると信じて、自ら実践し、職員同士励ましあいながらこれに向

かって進んで行きたいと思います。 

 

 

 

平成 19年度 政策経営部の職員をご紹介します 
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名前（役職・所属） 自己紹介・抱負 

増井 直樹 

MASUI, Naoki 

(秘書課主査) 

4 月 1 日秘書課配属となりました。秘書の役割とは、『担当する上司が「際だった業績」を挙げるこ

とを目的とし、上司が本務に専念できるように必要なあらゆる業務・雑務を行うこと』です。秘書課が

担当する上司「市長・副市長」が「際だった業績」を挙げることは、市民の皆様の利益に直接つながり

ます。三浦市に役立つ秘書に一日でも早くなれるよう勉強していきます。 

片野 勝 

KATANO,Masaru  

(秘書課) 

市長の運転手として、公用車の安全、迅速な運転に努めます。 

矢尾板 昌克 

YAOITA,Masakatsu 

(政策経営課) 

三浦市はここ数年、少しずつではありますが着実に変わってきています。この「変わった」喜びを職

員・市民と共感して「行政革命戦略 5 つの宣言」の目標を達成すべく更なる行政革命を進め、三

浦市に住んでいること、勤めていることを自慢できるようなまちづくりを行っていきたいと思います。 

中村 智子 

NAKAMURA, Tomoko 

(政策経営課) 

政策経営課では、第 4 次総合計画に基づく第 2 次実施計画事業と「行政革命戦略 5 つの宣

言」掲載事業の進行管理を行っています。三浦市を取り巻く状況は決して明るいことばかりでありませ

んが、大人も子どももみんなの笑い声が響く、希望に満ちた将来の三浦市像を誰もが思い描けるよう

な、そんなまちづくり、ひとづくりを市民の皆様とともに目指したいと思います。 

羽白 泰介 

HASHIRO,Taisuke  

(政策経営課) 

政策経営部職員として 2 年目となりました。主に近隣市町村や神奈川県等と協力・連携を図る

広域行政や第４次三浦市総合計画第２次実施計画における都市政策部門の進行管理等を担当

しています。皆さんに「ずっと暮らしたい」「ぜひ住んでみたい」と思われる魅力あるまちにするため、関係

部局と連携を密にしながら取り組んでいきます。 

齋藤 幸子 

 SAITOU,Sachiko 

(秘書課) 

秘書課職員としては２年目となりました。本年度も、初心を忘れることなく、住み心地の良いまちづ

くりに貢献できるよう頑張っていきたいと思います。お客様が気持ちよく訪ねてこられるような環境づくり

に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

吉本 道子 

YOSHIMOTO,Michiko 

(政策経営課) 

市役所職員として６年目、政策経営課職員として２年目となりました。今年度の主な担当は、

「予算執行」、「もてなし政策部門政策マネージメント」、「部長会議」です。視野を広げ、知識を深め

る努力をし、向上心をもって仕事をしていきたいと思います。 

一瀬 真 

ICHINOSE,Makoto 

(政策経営課） 

昨年度は、隣の横須賀市へ派遣され、横須賀市都市政策研究所で一年間勤務していました。

横須賀市で勤務するという貴重な経験を基に、横須賀勤務で吸収したことを、三浦市に還元できる

ように努めてまいります。 

梯 大介 

KAKEHASHI,Daisuke 

(政策経営課付横須

賀市派遣) 

横須賀市都市政策研究所へ派遣されることとなりました。横須賀市と三浦市は同様の地理的環

境から、類似した課題を共有する都市でもあります。 

このような課題に取り組む横須賀市とともに歩むことにより、その解決に繋がる手法を学び、今後の

三浦市のまちづくりに活かせていけるよう、研究活動に精進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 
次号（第１０号）は５月１７日発行です。

「「ぼぼっっここすすここせせええるる」」ととはは・・・・・・  
  

神奈川県三浦市には三崎弁と呼ばれる方言があります。

「ぼっこす」は「ぶち壊す」の意味、「こせえる」は「こしらえる」と

いう意味です。つまり、「ぼっこすこせえる」は「ぶち壊し、こし

らえる」＝スクラップ＆ビルドという意味になります。 

三浦市長の吉田ひでおです。去る３月４日、「第２５回三浦国際市民マラソン」が大盛

況のうちに幕を閉じました。１万人を超えるランナーが、海風を受けながら青々とした野

菜畑の中を走り抜ける姿は本当にさわやかなものです。みなさん三浦をきっと好きになっ

てくれると思います。そして、首都圏一円で三浦の素晴らしさをＰＲしてくださることでしょ

う。売り手（三浦市）が躍起になって自己ＰＲをするよりも、買い手（お客様）が評判を広め

てくださる方がずっと効果的です。市民のみなさんもランナーをおもてなしするボランティ

アとして多数参加してくださいました。「お客様へのおもてなしとは云々・・・」といった講釈

を聞くよりも、実際にこうしてご参加いただくことの方がよほど「もてなしの心」を育む効果

が大きいと思います。文字通り「論より証拠」。経営の基本ですね。 


